
（別紙３）

～ 2025年　3月　14日

（対象者数） 21名 （回答者数） 14名

～ 2025年　3月　5日

（対象者数） 4名 （回答者数） 4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

プログラムの立案が一部の職員に偏っているため、全員が意

見やアイディアを出しやすくなるよう、話し合いの機会をよ

り増やしていく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

ペアレントトレーニングの理解を深めるためアンケートで意

見を聞きたい。内容を分析してプログラムを実施できるよう

スタッフと一緒に検討したいです。

2

3

・個々の特性に合わせたSSTプログラム（個別・集団）を考

え、取り組んでいる。

子どもの特性に合わせてSSTプログラムを実施しています。

日々の関わりでプログラムを考えている。

子どもたち同士の関わりを増やし、コミュニケーションをと

る練習も兼ねて、支援えお行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

ペアレントトレーニングの実施について。
保護者からはペアレントトレーニングの実施の必要性が感じ

られない。

2025年　3月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　3月　15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 子ども支援センターワーク

○保護者評価実施期間 2025年　3月　5日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


